
日本ミュージアム・マネージメント学会 第 31 回総会議事録 
 
１．日 時 2026年 5月 30 日（土）12：30～13：30 
２．場 所 金沢美術工芸大学 3 号館 101 会議室（対面およびオンライン開催） 
３．出席者 正会員数 会場 
      議長  小川義和会長 
４．議 決 会則第 25 条に定める総会の議決については、会場参加者は挙手により、オンライン参加

者は Zoomの投票機能を用いて、それぞれ意思表示を行うものとした。 
 
５．出席者 会場：正会員 32 名、オンライン：正会員４名 
 
６．議事の進行および結果 
  会則第 22 条に基づき、会長が議長となり、以下の議事について審議が行われた。 
 
 【第 1号議案】2025 年度事業報告 
   事務局担当の齊藤恵理副会長より標記議案についての説明があり、審議の結果、出席正会員の過

半数の賛成を確認したため、原案通り承認された。 
 
 【第 2号議案】2025 年度収支決算報告 
   事務局担当の齊藤恵理副会長より標記議案についての説明があり、審議の結果、出席正会員の過

半数の賛成を確認したため、原案通り承認された。 
 
 【監査報告】 
   亀井修監事より、「業務監査と会計監査を行った。概ね適切な運営及び執行がなされていること

を確認した。細かい点において指摘すべき事項があったが、事務局で適正に修正された上で、持ち
回り会議もあわせて、理事会でも承認された内容で、本日（2026/05/30）の総会に付議している。」
旨の報告があった。 
 

【第 3 号議案】 2026 年度事業計画案 
   事務局担当の齊藤恵理副会長より標記議案についての説明があり、審議の結果、出席正会員の過

半数の賛成を確認したため、原案通り承認された。 
  
 【第 4 号議案】 2026 年度収支予算案 
   事務局担当の齊藤恵理副会長より標記議案についての説明があり、審議の結果、出席正会員の過

半数の賛成を確認したため、原案通り承認された。 
 
 【第 5 号議案】 組織改革に伴う会則改正について 
   組織改革担当の栗原祐司副会長より標記議案についての説明があり、審議の結果、出席正会員の

３分の２以上の賛成を確認したため、原案通り承認された。 



 
【報告事項 1】役員選挙実施方法について 
  組織改革担当の栗原祐司副会長より、役員選挙実施方法の変更について説明があった。 

 
 【報告事項 2】学会賞および大堀哲賞記念ミュージアム・マネージメント推進賞について 
     学会賞担当の髙橋修副会長より、選考についての説明があった。 
 
【報告事項 3】研究紀要投稿規程の改定について 

     研究紀要担当の松永久副会長より、投稿規程改定についての説明があった。 
 
【質疑応答】 
 ＜質問＞会員より、改革案について評価する意見が示された一方で、会員ニーズの把握や事業運営

の丁寧さについて課題があるとの指摘があった。特に、ワークショップの実施方法（事前
公募・周知の不足等）について改善要望があった。また、改革案の一つであるシニア（シ
ルバー）会員制度については、評価する声がある一方で、「必ずしも新設しなくてもよいの
ではないか」との個人的見解も示された。 

 
＜回答＞小川会長より下記の回答があった。 

今回の指摘は主に「事業の在り方」および「広報の進め方」に関する意見である。 
      事業の広報については、個別の企画ごとに執行部内で十分な確認が行き届いていないが、

今後の課題として、適切な周知方法について検討をする。 
シニア会員制度については、強制ではなく、あくまで会員本人の意思による選択制として
いる。従来どおり正会員として会費を納めることも選択可能である。 

 


